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４
月
10
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁

多
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
自
治
会
長

会
が
開
催
さ
れ
、
自
治
会
長
、
町
執
行

部
な
ど
約
１
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
今
年
度
の
自
治
会
長
を

代
表
し
て
、
亀
嵩
地
区
・
上
分
自
治
会

長
の
内
田
善
章
さ
ん
に
勝
田
町
長
か
ら

委
嘱
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

第
２
回
奥
出
雲
町
遺
産
認
定
書
の
交
付

が
あ
り
、
今
回
認
定
さ
れ
た
16
団
体
を

代
表
し
て
阿
井
地
区
・
大
上
自
治
会
長

の
安
部
克
美
さ
ん
に
認
定
書
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
町
執
行
部
か
ら
今
年
度
の

主
要
施
策
、
予
算
、
事
業
日
程
の
説
明

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
月
26
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁

多
で
第
１
回
目
の
自
治
会
長
会
連
合
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
今
年
度
の
事
業
計
画
、

ふ
る
さ
と
づ
く
り
交
付
金
、
町
政
座
談

会
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

連
合
会
の
構
成
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

【
連
合
会
長
】

　

石  

原　
　

  

肇
（
布
勢
地
区
）

【
連
合
会
副
会
長
】

　

岩  

佐　

俊  

秀
（
横
田
地
区
）

【
地
区
会
長
】

　

植  

田　
　

  

薫
（
三
成
地
区
）

　

石  

原　

信  

夫
（
亀
嵩
地
区
）

　

川  

角　

久  

志
（
阿
井
地
区
）

　

大  

坂　
　

  

茂
（
三
沢
地
区
）

　

堀  

江　
　

  

修
（
鳥
上
地
区
）

　

板  

垣　

憲  

三
（
八
川
地
区
）

　

飛  

田　
　

  

忠
（
馬
木
地
区
）

委嘱書を受け取る内田さん

加食基地局の鉄塔

　平成27年度の携帯電話等エリア整備事業
（携帯電話基地局整備）により、河内局
（三沢地区河内地内）と加食局（横田地区
加食地内）を開設しました。これにより不
感地帯であった両地区において携帯電話が
利用できるようになりました。
　利用できる携帯電話事業社は、河内局が
ＮＴＴドコモ、加食局がＫＤＤＩ（ＡＵ）
の各社です。

船通山　カタクリ登山
　恒例となった船通山カタク
リ登山が４月29日に開催され
ました。
　町内外から約30人が参加し、
横田山の会の草木の解説を聞
きながら頂上を目指しました。
今年は芽吹きが早く、新緑を
感じながらの登山となりまし
た。
　この日は、天候の影響で開
花したカタクリの群生を見る
ことはできませんでしたが、
頂上では横田山の会によるカ
タクリの生態を紹介する紙芝
居があり、登山者は興味深そ
うに耳を傾けていました。

玉峰山　山開き安全祈願祭
　　　　しゃくなげ登山　
　亀嵩地区にある玉峰山で５
月１日、山開き安全祈願祭が
行われ、地元関係者約20人が
参列し、シーズン中の無事故
を祈りました。
　また、同時に開催されたし
ゃくなげ登山には、町内外か
ら約130人が参加し、玉峰山
の滝や奇石を楽しみながら登
山をしました。
　下山後は亀嵩公民館と地元
ボランティアの皆さんが用意
した山菜の天ぷらが振る舞わ
れ、春の味を堪能しました。

鯛ノ巣山　山開き神事
　阿井地区にある鯛ノ巣山登
山道入口駐車場において、５
月４日に山開き神事が執り行
われました。集まった地元関
係者と登山者約30人が今シー
ズンの山の安全を祈願しまし
た。
　鯛ノ巣山の自然を守る会の
立石一美会長から「会員で登
山道整備を行ったので、たく
さんの人に登山を楽しんでほ
しい」とあいさつがありまし
た。
　神事の後に行われた登山で
は、新緑や山頂付近からの眺
望を楽しみました。

　４月28日、カルチャープラザ仁多において、
奥出雲観光文化協会開設記念講演会が開催さ
れ、町内外から約200人が参加しました。
　人とホスピタリティ研究所代表・高野登さ
んを講師に迎え、「自分が変われば、まちが
変わる、まちが変われば、未来が変わる。」
と題した講演がありました。“観光”の光はそ
の地に根付いた暮らし、受け継がれてきた歴
史や文化などを指し、それをどのような“お
もてなし”で来訪者に届けるかということを
考える機会になりました。
　講演会後には、ワークショップが行われ、
参加者は活発に意見交換をしました。

　

名
勝
天
然
記
念
物
「
鬼
の
舌
震
」
の

川
開
き
安
全
祈
願
祭
が
４
月
22
日
、

「
舌
震
の
〝
恋
〞
吊
橋
」
前
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
元
団
体
、
観
光
文
化
協
会

な
ど
の
関
係
者
約
30
名
が
出
席
し
、
観

光
シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
と
観
光
振
興
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

観
光
文
化
協
会
会
長
の
勝
田
町
長
か

ら
、
「
鬼
の
舌
震
を
は
じ
め
と
す
る
町

内
の
観
光
資
源
の
魅
力
を
全
国
に
情
報

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
の
後
に
は
、
玉
日
女
橋

付
近
の
川
辺
で
25
名
の
三
成
幼
児
園
児

が
、
ヤ
マ
メ
を
放
流
し
ま
し
た
。
園
児

た
ち
は
放
流
し
た
ヤ
マ
メ
が
泳
ぐ
姿
を

見
て
歓
声
を
上
げ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

鬼
の
舌
震
は
年
間
を
通
じ
て
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
、
四
季
折
々
の
雄
大
な

風
景
を
楽
し
め
ま
す
。
こ
の
日
も
多
く

の
観
光
客
が
新
緑
の
渓
谷
や
吊
橋
か
ら

の
眺
め
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

鬼
の
舌
震
　
川
開
き
安
全
祈
願
祭

鬼
の
舌
震
　
川
開
き
安
全
祈
願
祭

河内地区・加食地区で
携帯電話が利用できるように
なりました

河内地区・加食地区で
携帯電話が利用できるように
なりました

奥出雲観光文化協会開設記念講演奥出雲観光文化協会開設記念講演

▲川開き安全祈願祭の様子

４月２４日撮影のカタクリ 頂上からの眺望

シーズン中の安全を祈願

講
演
す
る
高
野
さ
ん

ヤ
マ
メ
を
放
流
す
る
三
成
幼
児
園
の
園
児

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け

「私たちの魅せたい光を考える」

行楽シーズンの到来　登山客で賑わう行楽シーズンの到来　登山客で賑わう

各
地
区
自
治
会
長
会

　
　
　
　
会
長
が
決
定

平
成
二
十
八
年
度

　
自
治
会
長
会
を
開
催

自
治
会
長
会
連
合
会
役
員

▲

た
ま
ひ
め


